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1 平成28年5月 北大路書房

1 平成23年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第17巻第1号

2 平成25年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第19巻第1号

3 平成25年12月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第19巻第2号

4 平成27年3月 武蔵野大学大学院人間社会研究科

5 平成28年3月 武蔵野大学人間科学研究所年報第5号

6 平成28年12月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第22巻第2号

7 平成31年2月 児童教育学会『児童教育研究』28

8 平成31年3月
静岡産業大学論集『スポーツと人間』
第3巻第2号

9 令和元年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第25巻第1号

10 令和元年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第25巻第1号

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
-教育系学部の学生を対象としたグループワークの試行的実施による検討-

コーチになれるという自己効力感とスポーツ版自己調整学能力との関係
-女子バスケットボール選手を対象として-

女子大学生のキャリア選択に関する一考察-キャリア教育への示唆-

学術論文

心と身体の相互関係の考察

Progetto di sensibilizzazione alimentare-Sviluppo e significato-
（フードコンシャスネスプロジェクト-展開と意味-）

女性就業者の就業意欲と職業観の変化について-予備的検討-

Psicologia del processo di apprendimento.-Interrelazione tra
mondo psicologico interiore e attività fisiche-
（学習過程の心理学-身体行動と精神世界の関連性-）

援助希求からみる中高年男性の自殺予防対策モデルの一提言（修士論文）

自殺予防対策における援助希求の構造と地域の諸特性
～先進事例の分析を基に～

中高年男性を対象とした自殺予防対策の検討
～静岡県富士市「富士モデル事業」を通して～
The Suicide Prevention Measure for Middle-aged and Elderly Men
～A Case of “Fuji-Model Project”～

静岡産業大学　磐田キャンパス　准教授
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たかぎ　かな

職位 専任准教授

取得学位 修士（社会福祉学）（平成27年3月）武蔵野大学

著書

『乳幼児の発達臨床心理学：理論と臨床をつなぐ』

研究テーマ

・心理カウンセリング
・対人魅力
・自殺予防
・地域福祉
・援助希求

所属学会 日本自殺予防学会、日本心理学会、日本心理臨床学会、日本教育心理学会、中国四国心理学会、児童教育学会

最終学歴 武蔵野大学大学院人間社会研究科実践福祉学専攻修士課程修了

専門分野 心理カウンセリング、対人魅力、自殺予防、地域福祉、援助希求

主な担当科目
心理学、心理学概論Ｂ、臨床心理学概論、心理カウンセリング概論、心理カウンセリング演習、性格心理学、
産業カウンセリング概論、産業カウンセリング演習、保育相談支援、スポーツ心理学

教育・研究内容

　「地域との連携で中高年男性の自殺予防を目指す」
　自殺既遂者の行動を調査すると、 女性は死亡前1カ月間に死に関する発言を80%しているのに対して、 男性は死に関する発言をする者
が47％と少なく、 死亡1年前に援助を希求しない者も女性の20％に比べて48％と有意差があります。 男性自殺者の多くは、 有職者で家
族があるにも関わらず援助希求せず自殺既遂にいたっているのです。 このことから男性が、 援助を希求することができるようになれば自殺
者数が減少するのではないかと考え研究をはじめました。 しかし、 中高年男性個人の援助希求能力を向上させることは非常に難しくエビデ
ンスもほとんどないため、 現在は周囲の援助能力、 特に地域からのアプローチによる自殺予防対策について研究をおこなっています。
　地域別にみる援助希求の阻害要因は、 過疎地域では地域住民の強いつながりのため口に出せないという地域性に加え社会資源が少な
いことであり、 都市部では社会資源は豊富であるが地域住民や家族との関係が希薄で、 社会資源と個人が繋がらないことでした。 そこ
で、 地域との連携を通して自殺予防対策を行うためのモデルの構築を行い、 実施されている自殺予防対策との検討をしています。
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11 令和2年2月 児童教育学会『児童教育研究』29

12 令和2年3月
環太平洋大学『環太平洋大学研究紀要』
第16号

13 令和2年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第26巻第1号

1 平成26年3月
『静岡産業大学情報学部研究紀要』
第16号

1 平成29年9月
第41回日本自殺予防学会総会
（於筑波大学）

2 平成29年10月
日本教育心理学会第59回総会
（於名古屋大学）

3 平成30年6月
安田女子大学児童教育大会第28回
研究大会（於安田女子大学）

4 平成30年6月
安田女子大学児童教育大会第28回
研究大会（於安田女子大学）

5 平成30年6月
日本心理臨床学会第37回大会
（於神戸国際会議場）

6 平成30年9月
第42回日本自殺予防学会総会
(於奈良県立医科大学)

7 平成30年10月
中国四国心理学会第74回大会
(於東広島市市民文化センター）

8 平成30年10月
中国四国心理学会第74回大会
(於東広島市市民文化センター）

9 平成31年3月
日本スポーツマネジメント学会
第11回大会(於たかつガーデン）

10 令和元年6月
日本心理臨床学会第38回大会
(於パシフィコ横浜）

11 令和元年6月
安田女子大学児童教育大会第29回
研究大会（於安田女子大学教育学部）

12 令和元年9月
日本教育心理学会第61回総会
(於日本大学文理学部）

13 令和元年9月
日本教育心理学会第61回総会
(於日本大学文理学部）

14 令和元年10月
中国四国心理学会第75回大会
（於香川大学教育学部）

15 令和元年10月
中国四国心理学会第75回大会
（於香川大学教育学部）

16 令和2年9月
日本教育心理学会第62回総会
(総会発表論文集への論文掲載にて開催)

17 令和2年9月
日本心理学会第84回大会
(Web開催）

18 令和2年11月
中国四国心理学会第76回大会
（於広島大学）

19 令和2年11月
中国四国心理学会第76回大会
（於広島大学）

1 平成24年1月 静岡産業大学

1 平成31年1月 磐田市立総合病院

2 令和元年10月 磐田市消防本部

3 令和元年11月 浜松開誠館高校

体育・スポーツ関連学部の大学生を主対象とした意識調査からみるSOGIとセク
シャルマイノリティに関する一考察

中高年男性を対象とした自殺予防対策の検討
～静岡県富士市「富士モデル事業」を通して～

児童期から青年中期にわたる居場所の発達的様相

若者のインターネット依存傾向-親子関係にみるインターネット利用の現状-

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床倫理学的カリキュラムの開発
(6)-グループワークの試行的実施による検討-

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床倫理学的カリキュラムの開発
(7)-グループワークの試行的実施による検討-

自殺予防における援助希求の構造と諸要素～援助希求モデルの提案～

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
(9)-グループワークの試行的実施による検討 その2-

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
(11)-講義に取り入れたシンクペアの検討-

スポーツにおいて回想法的介入が高齢者の心理的健康に与える効果

大学生アスリートの就職活動の心理的要因について-一般学生と比較して-

原著者：董群廉
邦訳表題：「呂紀葆（寒川）インタビュー録」

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
(10)-シンクペアの効果検討-

大卒若年総合職の昇進意欲-性差の基礎的分析-

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
-教育系学部所属の学生への「シンクペア」の効果検討-

大学生アスリートの進路選択における自己効力感と結果期待

翻訳

学会発表

自我形成期における居場所の機能的役割-自尊心および親和傾向に着目して-

腐女子に対するネガティブイメージについての一考察－商業BLマンガのイメージ調
査を通して－

女子バスケットボールにおけるエコロジカルモデルに基づくコーチキャリアの促進・
阻害要因

ヘテロセクシズムがもたらすセクシュアル・マイノリティであることでの心理社会的
困難-カミングアウトからの考察-

大学生のコミュニケーション能力育成のための臨床心理学的カリキュラムの開発
(8)-グループワークの思考的実施による検討 その2-

学校・教育現場でのセクシュアルマイノリティとカミングアウト

女性アスリートにおける月経随伴症状と睡眠状態の関連性

依頼講演

教養講座輝楽塾第3回講演会「恋愛やスポーツに役立つ心理」

受賞

静岡産業大学ベストティーチャー賞

高校への出張講義「対人コミュニケーション」「心理学」

磐田市消防本部 研修会「セクシュアルマイノリティについて」
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